
 

 

 

 

 

 お寄せいただいた意見及び意見に対する市の考え方を公表します。 

■ パブリックコメントの結果 

第８期介護保険事業計画・第９次高齢者保健福祉計画（案）についてパブリッ

クコメントを実施したところ、次の結果になりました。貴重なご意見をお寄

せいただきありがとうございました。 

１ 募集期間  令和２年１２月２５日から令和３年１月２５日 

２ 提出人数  １名 

３ 意見総数  ３件 

４ 公表場所 

高齢者支援課、行政情報資料室（市役所本庁舎１階）、各行政サービスセ

ンター、生涯学習センターアビスタ、湖北地区公民館、市民プラザ、我孫子

市民図書館湖北分館及び布佐分館、各近隣センター、我孫子市ホームページ 

５ 意見公募した内容  

  第８期介護保険事業計画・第９次高齢者保健福祉計画（案） 

６ 意見と意見に対する市の考え方 

  別紙参照 

７ 内容の修正について 

寄せられたご意見による内容の修正はありません。 

今回公表しました計画（案）の介護保険サービス事業費につきましては、

意見募集後に国から示された報酬改定(案)に基づき修正しましたが、介護保

険料に変更が生じるものではありません。 

８ 担当 我孫子市役所 高齢者支援課 介護保険担当 TEL：04-7185-1111

（内線 433） 

 

第８期介護保険事業計画・第９次高齢者保健福祉計画（案）

に対する意見募集（パブリックコメント）結果の公表 



整理 

番号 
提出された意見 意見に対する市の考え方 

1-1 

意

見 

第８期計画の施設等整備方針

について 

我孫子北地区における小規模

多機能型居宅の整備を追加す

る 

我孫子北地区の小規模多機能型

居宅介護サービス事業所につき

ましては、利用者数減少による経

営状況悪化により令和２年３月

末に廃止になりました。廃止以

降、代替となる他のサービスが提

供されニーズが満たされている

ことから、第８期計画では新たな

事業所の整備は行わないことと

しました。 

当該サービスにつきましては、引

き続き利用促進に向けて新規申

請者への周知を図るとともに、事

業所の整備につきましては今後

の利用者数や介護給付費の推移

を踏まえ、次期計画で検討しま

す。 

理

由 

「通い・訪問・泊り」と３拍子

揃った在宅介護サービスの王

様、小規模多機能型居宅介護サ

ービスが市内６圏域で唯一我

孫子北地区において未整備で

あることからすみやかな整備

を強く要望したい。 

他圏域からの利用はサービス

提供事業者及び利用者双方に

とって不便で不経済です。 

1-2 

意

見 

第８期計画の施設等整備方針

について 

介護医療院の今後の整備の方

向性を示す 

令和２年に千葉県で実施した、医

療療養病床を有する医療機関の

転換意向調査において、市内の医

療機関の転換意向はありません

でした。第８期計画では、必要性

の高い特別養護老人ホームを整

備することとしています。後期高

齢者が増加し、介護と医療処置の

両方を必要とする高齢者の生活

の場の在り方について、医療機関

の意向や利用ニーズを把握しな

がら次期計画で検討します。 

 

 

理

由 

医療処置が必要な高齢者の行

き場が少なく、介護付き有料で

の医療体制も十分ではない。 

老健は終の棲家として機能し

ないため、在宅としての位置づ

けがある介護医療院が適切で

あると思われる。国としても整

備を推進している施設であり、

我孫子市内にも早急な設置が

望まれる。 

1-3 
意

見 

高齢者なんでも相談室へのリ

ハビリスタッフや管理栄養士

市役所内の高齢者なんでも相談

室は、管理栄養士を配置し栄養に



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の配置による機能拡充、より総

合的なサービス向上を図るべ

きである。 

関する健康教育、相談を実施して

います。 

また、ＰＴ，ＯＴ，ＳＴ※の配置は

行っていませんが、介護予防に関

する事業を実施するにあたり、我

孫子市リハビリテーション協会

のリハビリ専門職と連携しなが

ら事業を進めています。現時点で

配置の予定はありません。 

※ＰＴ：理学療法士、ＯＴ：作業

療法士、ＳＴ：言語聴覚士の略 

理

由 

八王子の医療法人永生会が受

託している地域包括支援セン

ターに昨年初めてリハビリス

タッフを配置し市民から高い

評価を得ている。フレイル予防

の為にＰＴ，ＯＴ，ＳＴの視点

から相談に乗ることは極めて

実務的であり、介護予防に大い

に貢献すると思われ、その他の

専門職の活用による総合的な

医療介護情報サービスの実現

に向かって努力してほしい。 


